
令和５年度　授業改善推進プラン

学力向上をはかるための全体計画

学校経営方針

学　　校　　の　　教　　育　　目　　標

・自ら進んで学ぶ生徒

・人や自然を愛する生徒

・健康でねばり強い生徒

校　　訓　　「自　主」　「敬　愛」　「根　気」・日本国憲法

・教育基本法

・学校教育法、他教育関連法規

・学習指導要領

・東京都教育委員会の目標

・八丈町教育委員会の目標

・学校・地域の実態

・生徒の実態

・保護者・地域の期待と願い

・現代社会の要請

・期待される生徒像

八丈町立富士中学校

＊定期考査一週間前から補充教室を設定

　し、生徒の学習理解を促す。

＊学校全体の取組として、体力向上の取組

　を定期的に行う。

＊各教科の授業時間を確保する。

＊少人数を生かした体験的な学習、調べ学

　習を重視して事前事後指導の計画を立て

　る。

＊小中連携、高校への接続を意識した編成

　を行う。教務主任を中心に、教科指導等

　教育活動に関する情報交換や行事交流を

　通して、継続的指導に取り組む。

＊生徒の学習理解を推進する。

＊各教科の単元の目標・各授業の

　目標を明確に示すとともに、授

　業の振り返りを行う。

＊体験的な学習を積極的に取り入

　れる。

＊生徒の実態に応じたグループ指

　導、個に応じた指導、習熟度別

　指導等、多様な指導形態を取り

　入れる。

＊定期考査等の分析を行い、授業

　改善プランに役立てる。

＊小中連携して、特別支援教育の充実に向

　けて特別支援コーディネーターを中心に

　特別な支援等生徒の課題に向き合うこと

　の出来る研修を行う。

＊教科横断を意識した授業研究、ＩＣＴ機

　器の効率的な活用を意識した授業研究を

　行い、講師の先生からの指導助言を受け

　て、授業改善につなげる。

＊校内研修を通して、主幹・主任教諭を中

　心とした校内のＯＪＴを推進する。教科

　横断的な視点、ＩＣＴ機器の使用、生

　徒理解等、教員の資質向上を図る。

＊指導計画と評価計画の一体化を図

り、より明確な評価規準の明示、評

価から評定への総括方法の確率に向

け、評価の精度を高めていく。

＊公開授業や学校公開期間における

外部評価を授業改善・見直しに生か

す。

＊生徒アンケート等による授業の振

り返り結果を分析し、指導方法や授

業の進度。評価の工夫に活用する。

＊学校だより、学年だより、ホームページ等

を通し、学校の取組や情報を提供し、つなが

りを構築する。

＊学校公開や道徳授業地区公開講座等、保護

者・地域からの意見の収集に努め、教員の意

識向上、授業改善につなげる。

＊学習内容に応じて地域の人材を講師として

積極的に活用し、指導効果を高める。

＊保護者会、ＰＴＡ活動、面談を充実させ、

学校教育への協力を促し、連携を強めてい

く。

本校の授業改善に向けた視点

〈学校経営の基本方針〉

・生徒一人一人の実態把握に基づき、生徒が個性を発揮できる環境や指導の工夫改善を進める。

・生涯学習の視点から、その「基礎・基本」が身に付くような授業実践を積み重ねる。

・家庭・地域社会等との相互理解や協力により、地域に根ざした学校をつくる。

・教職員一人一人が個性を発揮しながら切磋琢磨し、一致団結して課題解決に臨んで組織力の高い職場づくりを進める。教育の

プロとしての自覚と責任をもって、全員の取組の中で「チーム富士」を創りあげる。

〈目指す学校像〉　　生徒一人一人の力が伸び、活気みなぎる学校

・生徒にとって…「安全で楽しく、明日が待たれる学校」

・保護者・地域にとって…「安心と信頼ををもって子供を通わせることのでき

る学校」

・教職員にとって…「一致団結して課題解決に臨む組織力の高い学校」

指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内における研修の工夫 評価活動の工夫 家庭や地域との連携の工夫

各教科の指導

基礎・基本が身に付く授業実践のために、

国語…言語活動を通して、正確に理解し、適

切に表現する資質・能力を育成する。

社会…国際的な視野に立った学習を進める中

で、公民的資質の基礎を養う。

数学…教え合い活動を通して、数学的思考力

を育む。

理科…実験観察を通して科学的に調べる能力

や科学的な見方・考え方を養う。

英語…言語や文化に関心をもち、国際理解の

基礎を養う。また、英会話能力を育成するた

めにＡＬＴを活用する。

音楽…表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，

音楽的な見方・考え方を働かせ，生活

や社会の中の音や音楽，音楽文化と豊かに関

わる資質・能力を育成する。

美術…美術の幅広い活動を通して、基礎的な

能力を伸ばすとともに、創造活動の喜びを味

わい、美術文化についての理解を深め、美術

を愛好する心情を育成する。

保健体育…体力を向上させ、技術の向上とと

もに達成感をもたせる。また、公正な態度

や、進んで規則を守り、互いに協力して責任

を果たす態度などを養う。

技術・家庭…進んで生活を工夫し、創造する

能力と実践的な態度を育てる。

◎授業の目標を明確に示し、「主体的・対話

的な深い学び」の実現に向けた主体的・対話

的で深い学びの授業を推進し、継続的な授業

改善を図る。

◎学習への興味や関心を高めるため、体験的

活動、話し合い活動、ＩＣＴ機器を用いた個

別最適な学びを推進する。

◎指導と評価が一体となった評価方法を研究

し、指導方法の改善に役立てる。

◎自己肯定感・自己有用感をもたせるため、

達成感を得られるよう授業を工夫し、改善を

図る。

学校教育活動全体でそれぞれの取組の土台として支える活動

進路指導

・3年間を通して計画的に進路指導を進め、「学ぶ」ことの意義について理解

を深めさせるとともに、自己の将来を考え、主体的に学習に取り組む態度を

育成する。

・生徒一人一人の個性を尊重し、自らの特性や能力を理解し、主体的に自己

の進路を選択できる能力を育てる。

生活指導

・自他の生命を尊重し、安全で快適な学校生活を送る。

・他者理解を深め、相手を思いやる心といじめを許さない姿勢と態度を養う

ため、生活指導体制の強化を図り、組織的かつ迅速に指導を実施する。ま

た、八丈町の「いじめ等に関するアンケート」を活用し、いじめ防止や早期

発見、不登校の未然防止や減少に努め、人権を意識した生命尊重に対する意

識を高める。

・不登校傾向にある生徒には、担任や学年の教員、特別支援コーディネー

ターやスクールカウンセラーとも情報共有し、支援する。

・いじめ防止対策委員会を中心に、保護者、関係諸機関と連携しながらいじ

めの未然防止、早期発見、早期対応、事態への対処を組織的に行う。

・社会事情に合わせ、セーフティー教室、薬物乱用防止教室、防災教室を開

き、地域の安全、防災意識を高め、危機対応能力を向上させる。

・保健指導や関連する教科・領域において計画的に性教育を行い、性に関す

る知識を深め、生命尊重や人権尊重の精神に基づいた相互愛の心を育てる。

キャリア教育（生き方教育）

・キャリア教育の研究成果を基に、総合的な学習の時間における体験活動と

教育活動実施を継続して行う。目標とする４つの能力「人間関係形成能力・

社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプ

ランニング能力」の育成を全教育活動を通して推進する。

・「職場体験学習」を実施し、八丈島の産業の理解や未来の八丈島に貢献し

ようとする姿勢を養う。

・体験や実習を通して社会生活に対する関心をもたせ、キャリア教育の視点

に立った職業観、勤労観を育成するとともに、将来に向けた自己の生き方を

考えさせる。

特別の教科道徳

・道徳教育推進教師を中心に計画的に推進し、1時間単位で

の目標を明確にした授業を実践する。また、問題解決や体験

的な学習を取り入れ、考え議論する道徳授業を展開する。

「道徳授業地区公開講座」では、保護者・地域の方とともに

心の教育を考える機会とし、授業力向上に役立てる。

特別活動

・学級活動を通して、自主的・実践的な態度や能力を養い、

温かい人間関係を育てる。

・生徒会活動を活発にし、学校生活の向上のための活動を生

徒自ら考え、実践していく生徒会週間を行い、学校や友達を

大切にする心、ボランティア精神、いじめを許さない姿勢を

育成する。

・小学生の「中学校体験授業」、「部活動体験」、「行事へ

の招待」、中学生による「リトルティーチャー」、生徒会に

よる「新入生説明会」等を実施し、三根小学校との交流を推

進して、中１ギャップの解消を図る。

・各行事や活動を通して、生徒のリーダー性を養う取組を行

う。

総合的な学習の時間の指導

・テーマを「２１世紀を共に生きる」とし、自らの生き方を

主体的に考えさせるために、職場体験学習、福祉学習を行

う。また、八丈島の言葉・歴史・文化の学習のための体験的

活動を行う。

・ＧＩＧＡスクール構想によるＩＣＴ環境を活用した調べ学

習を通して、情報活用能力を身に付けさせる。

・東京オリンピック・パラリンピックレガシーに基づき、そ

の精神や意義、国際理解、他者理解、人権教育などを研究

し、地域・生徒の現状を考えた授業を行う。


